礼拝と祈り（抜粋）

ベック兄 
礼拝と祈り　　　　　　　　　　　ベック兄(深大寺家庭集会、2002/06/28)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正確には「礼拝の祈り」と祈り会での「祈り」のこと？）

「祈り」と「礼拝」とは違うんです。

「祈り」とは、われわれの願いの言い表わしにすぎません。「主よ。ああしてください。こうしてください。もう耐えられません。もう我慢できない。」云々と。

「礼拝」とは何でしょうか。主の道や主の導きにまごころからなる賛意を表することです。すべてのことを主の御心のままにお委ねすることです。主の道におのれをゆだねることです。おのれのすべてを何もかも主にお委ねすることです。主は今日もこういう態度をとる人々をさがし求めておられます。

十字架につけられる前に、イエス様はゲッセマネの園で祈られました。

マタイの福音書26:39

39 それから、イエスは少し進んで行って、ひれ伏して祈って言われた。「わが父よ。できますならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの願うようにではなく、あなたのみこころのように、なさってください。」 

イエス様の祈りは自分の願いの言い表わしよりも、まことの礼拝でした。

ダビデは、確かに罪を犯してしまったんですけど、ヨブは主の前に全き人だったと聖書は言っているのです。それにも関わらず、二人とも、おのれをすべて主の御心に委ねたではないでしょうか。「なぜでしょう、どうしてでしょう」と尋ねられても答えることができません。なぜかぜんぜん理解できなくてもただただ心から主をほめたたえ、礼拝することこそが、大切です。

主よ。あなたは常に完全なお方です。

全きことをなされます。あなたの導きも完全です。

理解することができませんけど、あなたを心からあがめます。

という態度をとることができれば、ほんとに幸いです。

いつも喜びながら祈る　　　　　　　　　　　　　　　　　ベック兄(上尾家庭集会、2001/11/10)
ピリピ人への手紙4章6節-7節

6 何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。 

7 そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。
祈ることとは、主に頼ることです。自分はダメだから、だからこそ主を必要とする。

ローマ人への手紙8:26

26 私たちは、どのように祈ったらよいかわからないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださいます。
毎日主と一人だけでいることの出来る時間を自分で決めなさい。イエス様との毎日の交わりは大切であり、義務そのものです。次に、祈る前に、聖書のなかの短い一節を読みなさい。それによって主のご臨在が意識されるようになります。みことばを通して主が語って下さるからです。主の言葉は祈りへと駆り立てます。それから、その日あなたに起こったすべての重荷、自分の思い、願い、悩み、などを主に申し上げなさい。何も隠さなくてもいい、全部主に申し上げなさい。意識して主に委ねなさい。それから、いかなる事情のもとにおいても、形式的に祈ることを避けなさい。すべてのことについて、主に語る習慣をつけなさい。台所で、電車の中で、自転車の上で、至るところで主に呼び求めてください。もう一つ、祈りについて、主のみことばが語ることを真剣に受け取るべきです。アブラハ厶、サムエル、エレミヤ、ダニエルの祈りを新しくお読みになると、非常に祝福されると思います。
初代教会の祈りについて考えるべきです。初代教会の特長とは祈りでした。それから祈りの名簿を作っても、ちょっと助けになるのではないでしょうか。救われてもらいたい人々、祝福されてもらいたい人々、用いてもらいたい人たちのすべての名前をお書きになれば、助けになるでしょう。彼等のために、規則正しく祈りましょう。主の約束にもとづいて、幼子のように主の奇跡を待ち望みましょう。もう一つ言えるかもしれない。すなわち、あきらめてはいかん。主の前に祈り続けなさい。絶えず祈りなさい。意識して主の交わりの中にとどまりなさい。主に頼ると、主は必ずあわれんで下さり、恵んで下さるんです。

「何をしてほしいのか」の祈り（抜粋）　　　　　ベック兄(吉祥寺学び会、2002/10/08)

結局、主なる神は高ぶる者を退け、へりくだる者に恵みをお授けになるのです。私たちの態度とはいったいどういうものなのでしょうか。イエス様は言われたのです。主の問いとは、「何をしてほしいのか。」というものでした。イエス様は、よくいろいろな人々にそう言われたのです。何をほしいの～。二つの実例について、ちょっとだけ考えましょうか。

まず、バルテマイの答えについてです。

マルコの福音書10:36

36 イエスは彼らに言われた。「何をしてほしいのですか。」 

この質問に対して、この質問について、少し考えたらわかります。イエス様が私たちに対して、「何がほしいのですか。」と語ってくださることは、確かにすばらしい恵みです。けれど、この質問に対して、何と答えたらいいのでしょうか。

バルテマイはどうだったでしょう。10章になります。マルコの福音書10章46節から良く知られている箇所ですけど、ちょっとお読みいたします。

マルコの福音書10:46-52

46 彼らはエリコに来た。イエスが、弟子たちや多くの群衆といっしょにエリコを出られると、テマイの子のバルテマイという盲人のこじきが、道ばたにすわっていた。 

47 ところが、ナザレのイエスだと聞くと、「ダビデの子のイエス様。私をあわれんでください。」と叫び始めた。 

48 そこで、彼を黙らせようと、大ぜいでたしなめたが、彼はますます、「ダビデの子よ。私をあわれんでください。」と叫び立てた。 

49 すると、イエスは立ち止まって、「あの人を呼んで来なさい。」と言われた。そこで、彼らはその盲人を呼び、「心配しないでよい。さあ、立ちなさい。あなたをお呼びになっている。」と言った。 

50 すると、盲人は上着を脱ぎ捨て、すぐ立ち上がって、イエスのところに来た。 

51 そこでイエスは、さらにこう言われた。「わたしに何をしてほしいのか。」すると、盲人は言った。「先生。目が見えるようになることです。」 

52 するとイエスは、彼に言われた。「さあ、行きなさい。あなたの信仰があなたを救ったのです。」すると、すぐさま彼は見えるようになり、イエスの行かれる所について行った。 

イエス様の弟子になっちゃった、命令されたからじゃない。もう、イエス様から離れられない。バルテマイはめくらであり、こじきでした。けれど、それよりも悲惨なことは、バルテマイがイエス様を知らなかったことです。イエス様を知らないということは、私たちが何ものにも替え難い損失です。イエス様を持たない者には、喜びも、平安も、希望もありません。
バルテマイは、イエス様のみが、自分を救ってくださることがおできになるということを確信したのです。だから、彼は「何としてもイエス様に出会いたい！」と思いました。バルテマイはこのことを、ただ単に、頭の中で繰り返しているだけではなく、それを行動に移したのです。つまり、「ダビデの子のイエス様。私をあわれんでください。」すごい、すばらしい祈りです。必ず、答えられる祈りです。
「ダビデの子のイエス様。私をあわれんでください。」彼は叫び求めたのです。哀れみを叫ぶと、私たちには必ず主からの答えが与えられます。イエス様はバルテマイに向かって、「わたしに、何をしてほしいのですか。」と語られました。バルテマイは、自分がめくらであり、こじきであるということを自覚していました。それゆえ、彼は「目が見えるようになりたい。」と頼んだのです。

バルテマイは自分自身がどのような者であるかを、よくわきまえておりましたから、主のみこころにかなった答えを、お答えすることができたのです。かつては、めくらであり、こじきであったバルテマイは、目が見えるようになり、イエス様に従う者となったのです。バルテマイはイエス様のみが、自分に真の満足を与えてくださるお方であるということを、知っていたから、イエス様のあとに従うことのみを、自分の喜びとしたのです。
ソロモン王様も、またこれと同じ質問を与えられたのです。旧約聖書の列王記第Ⅰの3章になります。

列王記第Ⅰ、3:5

5 その夜、ギブオンで主は夢のうちにソロモンに現われた。神は仰せられた。「あなたに何を与えようか。願え。」 

「あなたに何を与えようか。願え。」何でもできる方が、ちっぽけな人間に向かって、「あなたに何を与えようか。願え。」と。

列王記第Ⅰ、3:6-12

6 ソロモンは言った。「あなたは、あなたのしもべ、私の父ダビデに大いなる恵みを施されました。それは、彼が誠実と正義と真心とをもって、あなたの御前を歩んだからです。あなたは、この大いなる恵みを彼のために取っておき、きょう、その王座に着く子を彼にお与えになりました。 

7 わが神、主よ。今、あなたは私の父ダビデに代わって、このしもべを王とされました。しかし、私は小さい子どもで、出入りするすべを知りません。 

8 そのうえ、しもべは、あなたの選んだあなたの民の中におります。しかも、彼らはあまりにも多くて、数えることも調べることもできないほど、おびただしい民です。 

9 善悪を判断してあなたの民をさばくために聞き分ける心をしもべに与えてください。さもなければ、だれに、このおびただしいあなたの民をさばくことができるでしょうか。」 

10 この願い事は主の御心にかなった。ソロモンがこのことを願ったからである。 

11 神は彼に仰せられた。「あなたがこのことを求め、自分のために長寿を求めず、自分のために富を求めず、あなたの敵のいのちをも求めず、むしろ、自分のために正しい訴えを聞き分ける判断力を求めたので、 

12 今、わたしはあなたの言ったとおりにする。見よ。わたしはあなたに知恵の心と判断する心とを与える。あなたの先に、あなたのような者はなかった。また、あなたのあとに、あなたのような者も起こらない。 

5節でですね、あなたに何を与えようか。ソロモンは主を信ずるものであり、また自分自身に対しても、正しい自己認識を持っていました。7節に「わが神、主よ。今、あなたは私の父ダビデに代わって、このしもべを王とさました。しかし、私は小さい子どもで、出入りするすべを知りません。」と。世界一の政治家の告白とはそれです。「私は小さい子ども出入りするすべを知りません。」、当時、ソロモンは国民に慕われ、尊敬されていた王様でした。ソロモンは主に願って、善悪を判断する心を求めました。結局、何が霊的か、霊的でないか、わからなかったから。ソロモンは自分には、結局それがないから、与えてくださいと願いました。

私たちはこのソロモンの願いのうちに、真のへりくだりと正しい自己認識を、読み取ることができるのではないかと思います。ソロモンは自分自身のために、何かを求めたのではなく、あまたの民、つまり、主に属する民のために、兄弟姉妹のために善悪を判断する心をお求めになったのです。ソロモンは自分自身のことを求めたのではなく、主なる神のご栄光を帰すことを、心から願ったのです。その結果は、ソロモンが自分自身で求めたことよりも、はるかに超えることを主から受け取ったことができたのであります。

12節。今、わたしは、あなたに言った通りにする。ちっぽけな人間の言った通りに主はする。見よ。わたしは、あなたに知恵の心と判断する心を与える。あなたの先にあなたのような者はなかった。また、あなたのあとにあなたのような者も起こらない。その上、あなたの願わなかった富と誉れをあなたに与える。あなたが生きているかぎり、あなたに並ぶ者はひとりもいないであろう。

どうして、主はソロモンに願わなかったのに、富と誉れを与えたのでしょうか。与えても危なくない。傲慢にならない。へりくだっているからです。わたしの栄光しか求めなかった。求めていないと主はわかったからです。

有名な山上の垂訓の中で、マタイの福音書6章33節に次のように書かれています。

マタイの福音書6:33

33 だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうすれば、 

そうしなければもちろんダメ

マタイの福音書6:33

33 それに加えて、これらのものはすべて与えられます。 

マタイの福音書6章33節。まず第一に主の国、主の義を求めなさい、そうすれば、豊かに祝福されます。エペソ人への手紙3章の20節を見ても、パウロは当時の信ずる者に、次のように書いたのであります。

エペソ人への手紙3:20-21

20 どうか、私たちのうちに働く力によって、私たちの願うところ、思うところのすべてを越えて豊かに施すことのできる方に、 

21 教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が、世々にわたって、とこしえまでありますように。アーメン。 

主は豊かに祝福したい、と望んでおられます。旧約聖書のマラキ書。マタイの福音書の前のマラキ書の3章10節にも内容的には同じことが書かれています。

マラキ書3:10

10 十分の一をことごとく、宝物倉に携えて来て、わたしの家の食物とせよ。こうしてわたしをためしてみよ。――万軍の主は仰せられる。――わたしがあなたがたのために、天の窓を開き、あふれるばかりの祝福をあなたがたに注ぐかどうかをためしてみよ。 

何でもできる方が試してみなさい、と言っておられます。また、ルカの福音書6章の38節に次のように書かれています。

ルカの福音書6:38

38 与えなさい。そうすれば、自分も与えられます。人々は量りをよくして、押しつけ、揺すり入れ、あふれるまでにして、ふところに入れてくれるでしょう。あなたがたは、人を量る量りで、自分も量り返してもらうからです。」 

主は私たちにも、「あなたがたは何をしてほしいのか、何を与えましょうか。」と尋ねておられます。私たちはどのような答えを主に答えられるのでしょうか。ヨハネの福音書の16章の中で、次のように書かれています。

ヨハネの福音書16:23

23 その日には、あなたがたはもはや、わたしに何も尋ねません。まことに、まことに、あなたがたに告げます。あなたがたが父に求めることは何でも、父は、わたしの名によってそれをあなたがたにお与えになります。 

あなたがたが、わたしの名によって、何かをわたしに求めるものなら、わたしはそれをしましょう。みんな、このことばを知っているし、ある意味で信じるかもしれないけど、本気になって、自分のものにしなければ主は悲しむ。わたしの名によって、何かをわたしに求めるなら、わたしはそれをしましょう。すごい約束です。16章の23節の後半を見ても、同じようなことばが書かれています。

ヨハネの福音書16:23-24

23 あなたがたが父に求めることは何でも、父は、わたしの名によってそれをあなたがたにお与えになります。 

24 あなたがたは今まで、何もわたしの名によって求めたことはありません。求めなさい。そうすれば受けるのです。
救い主なる主に会うこと　　　　　　　　　　　　　　　ベック兄(松代家庭集会、2002/12/23)

われわれは今日、どういうふうに救い主なる主に会うことができるのでしょうか。まず、祈ることによってです。人間にとって一番大切なのは祈ること。幼子のように告白すること。「私はあやまちを犯したくないけど犯す。不完全で、わがままでごめんなさい。」、この態度があれば、主は喜んで赦してくださいます。受け入れてくださいます。ですから、「あわれんでください。ごめんなさい。赦してください。」と祈った後で、あなたは、近づく者を決して捨てないと約束してくださったから、私をも受け入れたことを感謝しますという態度を取ることができるのです。

私の債務は全部赦され、支払われてる。今や良心の呵責に責められることもないと言える人は、本当に幸せなのではないでしょうか。この確信が、われわれの生活の土台となっていない場合には、われわれにとって全ての全て、一番大切なものが欠けていると聖書をとおして言えるのです。ダビデと同じように、私たちも、日々私たちを助け、救うことのおできになる救い主を体験し、歓喜の声を上げることができれば幸せです。

サムエル記第II、22:4

4 ほめたたえられる方、この主を呼び求めると、私は、敵から救われる。 

結局助けを求めると、主は恵んでくださいます。助けてくださるのです。主は、聞く耳をもつお方です。私たちは、どうすることもできない性質をもってるということを本当にわかっていれば、自分の力で何かをしようとせずに、ただ主を呼び求めることしかできないでしょう。すなわち、祈る者は本当の意味での耐える者となります。耐えると主は、応えてくださる。

今村兄　　（今村兄は「礼拝の祈り」について言われているのでは?）
祈りと願い　　　　　　　　　　　　　　　　　今村兄(名古屋福音集会、2002/01/20)
私達は、祈りというとだいたいどうしてしまうかというと、神様への願いごとをすることと世間では思われているのではないかと思います。ですから、神様に祈るというと、日本では、だいたい自分の願いごとを、困っていることを神様に知って頂いて、助けてくださいと、お願いすることと、思われているのが、世間一般の考えではないかと思います。

マタイの福音書26:39

39 それから、イエスは少し進んで行って、ひれ伏して祈って言われた。「わが父よ。できますならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの願うようにではなく、あなたのみこころのように、なさってください。」 
イエス様は、「わたしの願うようにではなく、あなたのみこころのように、なさってください。」と祈っております。祈りとは、自分の願い事を神様に知って頂くことではないように思います。

マタイの福音書6:31-33

31 そういうわけだから、何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、などと言って心配するのはやめなさい。 

32 こういうものはみな、異邦人が切に求めているものなのです。しかし、あなたがたの天の父は、それがみなあなたがたに必要であることを知っておられます。 

33 だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうすれば、それに加えて、これらのものはすべて与えられます。 
つまり、「何を食べるか、何を飲むか、何を着るか、」という自分の生活のことについて、勝手に、自分にはこれが必要なのだと、決めて、それを願い求めることはやめなさい、というふうに、私達に教えてくださっているのではないでしょうか。本当に、必要なものは神様が知っていますと、私達にいわれています。だから、私達に対し、「神の義とその国をまず第一に求めなさい。」といわれているのではないでしょうか。自分のことを願うのではなく、神のことを、まず第一に、考えなさい。一言で、いうなら、祈りとは、神様を賛美すること。神様と交わりを持って、神様を賛美すること。これが、祈りの目的ではないでしょうか。
祈りとは、自分の願いごとをすることではなく、神様をほめたたえること。そういうふうに神様は、私達に教えてくださっているのではないでしょうか。私達のすべきことは、神様を誉め称えることです。私達に必要なものは、みな神様から与えられます。あえて、自分の願いごとを神様に知って頂くことはない。私達は、つい自分で勝手に決めてしまい、自分が生活するためには、絶対にこれが必要だというふうなことを決めてしまい、それを願ってしまいます。けれども、本当に、必要なものは神様がご存知であり、私達が決めることではないのではないでしょうか。私達が、しなければいけないことは、神様を賛美することだということを、この言葉は、私達に教えようとしたのではないでしょうか。

私達は、神様のしてくださることをすべて信じて受け入れるということ、そのことによって、神様の栄光を現すことができる。ですから、私達のしなければいけないことは、神様を賛美することである。それが、祈りのすべてだということになります。

神様は、私達を神様ご自身の目的のために作られたから、決して私達を忘れることはありません。ですから、私達は神様を信じ、神様にすべてをゆだねること。これが、祈ると言うことではないでしょうか。

テサロニケ人への手紙第I、5:16-18

16 いつも喜んでいなさい。 

17 絶えず祈りなさい。 

18 すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望んでおられることです。 
まず、一番始めに16節で、いつも喜んでいなさいというふうに、パウロは言っています。でも、私達が、喜ぶためには、今のその状態に満足していることが必要なのではないでしょうか。今の、その状態が、自分にとって不満であれば、私達は喜びことができないと思います。そうであるならば、「いつも喜んでいなさい。」とパウロがいっているこの言葉は、いつも喜んでいるために、私達は、自分が、どんな状況におかれようとも、自分にとってそれが都合が悪い。そういうふうに、思うときがあっても、その状態を素直に受け入れない限り、私達は、その状態を満足し、喜ぶことができなくなります。そのために、今の自分にとって都合の悪い時でも、それは、神様が自分に与えて下さったものだと信じて受け入れること。そのことを通して、私達は、「いつも喜んでいる」ことができるのではないでしょうか

自分が、今の状況を喜ぶ心がなければ、祈ることはできず、祈ることができなければ、当然、感謝する気持ちも出てこないと思います。ですから、喜び、祈り、感謝。これは、すべてのことを神様からの恵みとして、私達が、素直に今の状況を受け入れるとき、そのことができる心の状態の時に、はじめてできるのではないでしょうか。
いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべての事に感謝しなさい。この3つのことができるために、私達は、何をしなければならないか。それは、自分の思いをすべて捨てて、すべてを神様にゆだねる。そのことなのではないでしょうか。
祈るために必要なことは、自分の思いを捨てて、神様の思いを受け入れるということ。それが、私達が神様と共に歩むために唯一の方法なのではないでしょうか。ですから、もし、神様の計画のほうが、自分が描いた計画よりもずっとすぐれている、そういうふうに素直に思えるなら、私達が、神様と共に歩めることは、むつかしいことではなく、本当にやさしいことになるのだと思います。

祈るということは、自分の望みがかねられることではなく、反対に、自分が神様の思いを受け入れることです。ですから、神様の思いと一致しない限り、私達は苦しみを伴うことになると思います。自分の思いを捨てると言う苦しみを通り抜けることができなければ、私たちは、神様とともに歩むことはできません。そして、この苦しみを私たちが通り抜けることができるように、私たちが祈るということを、神様は、私たちに教えてくださっています。神様が求めていること。私達が、どのような時でも、神様を賛美すること。そのために祈ること。そのことを私たちに教えてくださっています。そして、その祈るということ、そのことによって、私たちは、自分の思いを捨てることができるようになるのではないでしょうか。
祈るとは、自分の思いを捨てることです。悔い改めの連続、それが同時に、信仰の歩みの連続なのではないでしょうか。悔い改めの連続があることは、神様が私たちのそばにいてくれる証拠です。祈りの目的は、神様と心が一致することです。私たちは、神様のしようとしていることを理解する必要はありません。私たちが、必要なのは、神様のされることを素直に受け入れることです。

祈り（礼拝の祈り？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村兄２００３０７２０

祈るというと、神さまに対し願いごとをすること、自分の願いごとを知っていただくということというふうに考えてしまいがちです。
神さまを信じるということは、この神さまの言葉を信じて従うこと。これが神さまにゆだねるということではないでしょうか。でも私たちはしばしば、口では神を信じます、また神さまにすべてをゆだねますと言いながらも、気が付くとつい自分の願いごとを神さまに訴えてしまっているのではないでしょうか。神にゆだねるとは、神さまが導いてくださる道を素直に信じて歩むこと。それが、神さまにゆだねるということではないでしょうか。
詩篇86:11

11 主よ。あなたの道を私に教えてください。私はあなたの真理のうちを歩みます。私の心を一つにしてください。御名を恐れるように。 
というふうに書かれております。私の心を一つにしてください。神さまの心と自分の心が常に一致するようにしてください。それが私たちが神さまとともに歩むための唯一の手段だということを、私たちは忘れてはいけないと思います。

テサロニケ人への手紙第I、5:18

18 すべての事について、感謝しなさい。
感謝できるのは、私たちの心がどういう状態のときでしょうか。それは、私たちの思いと神さまの思いがいつも一致している、そういうふうな状態になったとき、私たちは初めてすべてのことについて感謝することができるのではないでしょうか。つまり求めるべきもの、それは私たちの心にない、喜んで自分の思いが神さまの思いと一致できる、その心を私たちは求めるべきではないでしょうか。

ヤコブの手紙1:2-4

2 私の兄弟たち。さまざまな試練に会うときは、それをこの上もない喜びと思いなさい。 

3 信仰がためされると忍耐が生じるということを、あなたがたは知っているからです。 

4 その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは、何一つ欠けたところのない、成長を遂げた、完全な者となります。 
というふうに仰ってくださっています。ここで、信仰がためされる忍耐が生じるというふうにあります。そして、私たちが注意しなければいけないこと、それは苦しみに対し、神がここで私たちに求められているもの、それは辛抱ではなく、忍耐だということです。でも苦しみに対し、忍耐を働かせること。そのことによって私たちは、その苦しみが神さまから来たものであり、何か私たちに間違いがあり、それを気付かせるために神さまが私たちに対して与えてくださっている。だから、それを知るために神の御心を知るために、神さまに祈ること、祈り続けること、これが忍耐を完全に働かせることではないでしょうか。

ヤコブの手紙1:12

12 試練に耐える人は幸いです。耐え抜いて良しと認められた人は、神を愛する者に約束された、いのちの冠を受けるからです。 
というふうなかたちで、私たちに、信仰がためされると忍耐が生じる、その忍耐を完全に働かせる際、苦しいときにこそ、まだまだ試練に会ってるときにこそ、本当に感謝をもって神さまに祈るとき、私たちは試練を通して、本当の恵みというものが与えられる。祈るということ、それは自分のことであれ、あるいは人のことであれ、求めることは一つだと思います。それは神を第一とする、その心を求めることではないでしょうか。

友人のために祈る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村兄２００３０７２０

その人のために祈るということ、それは人間的な思いで同情することではなく、その人が神さまとの正しい関係を保つことができるように、そのことを願うこと。これが主のために祈るということではないでしょうか。もしその人が苦しみにあっているなら、神さまが与えているその苦しみの目的を、その人が知ることができるように、そのように祈ること。これが主のために祈ることではないでしょうか。
そしてまた、その人が自分の思いに執着してなかなかその苦しみの目的を知ることができないとき、その人が自分の思いを捨てることができるように、そのように祈ってあげること。これが人に対する祈りということではないでしょうか。
田中順治兄

祝福と礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中順治兄(西神福音集会、1998/09/06)

もう色んなもの全部造っちゃって、そして最後に、こんな僕という人間を造ってくださった。そして今も生きておられて、働いておられる、そういう全能の神、万能の神、そしてそのひとり子であるイエス様に、「本当にありがとございます。」という感謝をささげるのが、本来の礼拝ではないか。

神さまが私たちに与えてくださるのは祝福。それに応えるものが礼拝。そういう相関関係があるんではないかと思うわけです。私たちが神さまの前に出るときに、持って行くべき物、それは何かというと、砕かれたたましいであり、砕かれた、悔いた心ではないでしょうか。疲れているとか、そんなこととは関係なくて、主の日には、主のところへ来て、その主が一番喜ばれる、よしとされるささげ物、すなわち砕かれたたましい、悔いた心を持って、その礼拝の場に集って、主がなしてくださった祝福に対する感謝をささげる。それが礼拝ではないか。それが今のぼくの礼拝に対する考えです。

礼拝に集って来る私たちが、携えて来なければならない物は何かって言うと、それは砕かれたたましいであり、悔いた心であり、そして当然イエス様。イエス様をいっしょに、イエス様といっしょに来なければなりません。言葉を変えれば、イエス様の十字架によって罪が赦されたことへの喜びと感謝。それを持って礼拝の場所に来て、「神さま、ありがとうございます。」、それが礼拝だと思います。

神さまにもう、全幅の信頼をおいて、神さまにすべて従う、従順に従う、それが恐れるというような意味だと思いますけども、それが礼拝、私たちの礼拝のひとつの要素だと思います。礼拝に行きたくないなっていう気持ちがなんか起きたときに、昨日遅くまで仕事してて、日曜日疲れてるから、朝行くの嫌だな、なんて思ってるときに、そういうときにこそ、礼拝へ行くと、すごい祝福を、大きな祝福を受けて帰って来る。

礼拝のときに私たちは何をするかというと、神さまに感謝のお祈りをささげます。すべて主へささげるお祈りです。そしてその内容は、イエス様、神さまのすばらしさをほめたたえる祈りであるべきだというふうに思います。祈りには大きく分けて、二つの種類に分けられると思います。一つは、その礼拝のときの祈り。神さまを本当に心からほめたたえる祈り。ありがとうございました。本当に神さまはすばらしいっていうお祈りのグループと、それからもう一つは、自分のための祈り？とか、まだ救われていない家族が救われますようにって、そういうとりなしの祈りなんかがあります。あるいは、悔い改めの祈り？

救ってくださった私であるにも関わらず、またこんなことをやってしまいましたけれども、こんな者でも愛してくださるんでしょうか。よろしくお願いしますっていうような、そういう自分の悔い改めの祈り。あるいは、まだ救われていない未信者の方へのとりなしの祈り。そういったものがありますけども、それは、礼拝、本来はそれは礼拝の祈りではなくて、別の祈り会、あるいは、交わり会のときに祈る祈りであって、礼拝の祈りは、ただ主だけがほめたたえられるものではないかというふうに思っています。

私たちはキリストを通して、何をささげるかというと、賛美のいけにえ。それは何かというと、すなわち、神さまの名前、御名をたたえる口びるの果実。これこそ神をほめたたえる祈りだということができると思います。

祈りの勧め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中順治兄(吉祥寺福音集会、2008/06/22)

祈りは、神様との交わり、イエス様との対話、そういうふうに簡単にまとめることができると思います。主との対話です。

未信者の祈りは、初詣の時の祈りのように、個人的な利益が何とか実現するように、ただひたすら一方的にお願いする、それが未信者の祈りです。一方それに対して、私たち救われたキリスト者の祈り、それは、イエス様とお話しをするだけであります。それが、私たちの祈りです。

聖書はどのように言っているかと言いますと、まず、イエス様を愛する者の祈り、それは必ず聞かれる、これが聖書の約束であります。

箴言28:9

9 耳をそむけて教えを聞かない者は、その者の祈りさえ忌みきらわれる。 

みことばに背く者、みことばを受け入れない者、その者の祈りは聞かれない

詩篇66:18

18 もしも私の心にいだく不義があるなら、主は聞き入れてくださらない。 

これも読むときに、自分の心の中にこう不義がある、その時には祈りは聞かれない。不義って言っても、これもあんまりよくわからない、わかったようで、わからないんですけども、正しくない思いということかなぁと思うんですね。もっとわかりやすく言えば、例えば、「今度の夏のサマージャンボ宝くじ、是非一等を当ててください」って、そういうような祈りは、きっとこの不義に近いんではないかと思うんです。心に抱く不義、そのような祈りはおそらく聞かれない。99.999%くらい聞かれない。そう言っていいのではないかと思います。自分の欲得のために祈る。基本的に自分の都合のためにするお祈りはまず、それは心に抱く不義という範疇に入ってしまうのではないかと思います。ですから、基本的には聞かれない祈りです。

他人に聞いてもらおうとして祈る祈り。これは聞かれない。見栄で祈る祈り。祈りが聞かれないばかりか、人一倍ひどい罰を受けてしまうと、ここではイエス様の言葉で書いてあります。そうした悪しき者の祈りは聞かれない。これが聖書の一つの立場であります。

ヨハネの手紙第I、5:14-15

14 何事でも神のみこころにかなう願いをするなら、神はその願いを聞いてくださるということ、これこそ神に対する私たちの確信です。 

15 私たちの願う事を神が聞いてくださると知れば、神に願ったその事は、すでにかなえられたと知るのです。 

と、ここでは14節に書いてあるとおりです。「神のみこころにかなう願いをするなら、神はその願いを聞いてくださるということ」ここで問題になるのが、「あぁ、そうだぁ、神のみこころにかなう願いだったら、全部聞いてくださるんだ。」、それはよくわかるんですけれど、じゃぁ、どういう祈りが神のみこころにかなうのかって言うのがわからないから、結局わからないんです。私たちは。だから、とにかく何でも祈りなさいって言うことだと思うんですね。そのうち、ふるいを掛けてくださるのは神様。みこころにかなう祈りであれば、それは必ず聞かれます。
主を愛する者、主の前にへりくだる者、そういう者の祈りは、必ず聞き届けられます。これがもう一つの側面の聖書の約束です。これが本来の約束であります。だから祈る前に、私たちが自分で自己規制して、この祈りはみこころにかなうかかなわないかってのを、その操作をする必要は全くないんじゃないかと思うんですね。みこころにかなうかかなわないかは、神様、イエス様が決定される事柄だからです。それはそれとして、聞き届けられない祈りはしないように、それは心がける必要があるだろうと、祈るときにそういうわけで、自分を吟味して祈ることが大切ではないかと思います。

悔い改めの祈り、この祈りは、ことのほか主が、イエス様がことのほか喜ばれる祈りではないかと思います。取税人の祈りは、なんだったかというと、「神さま。こんな罪人の私をあわれんでください。」、これは本当に救われた者の喜びの感謝の祈りです。ところが、救われた状態に慣れてきてしまうと、救いの喜びが風化してきて、祈りがこういうふうに変わります。「神様、あんな罪人のあの人を哀れんでください。」、こういうふうになってきます。これは私たちが陥りがちです。あの人やその人じゃなくて、問題は私、このような私を、罪人の私を哀れんでくださいと、これがやっぱり信仰を、私たちがいつも喜んでおれるかどうか、それはこの祈りができるかどうかにかかっているんではないかと思っています。

祈りの種類としては、一番目は、悔い改めの祈り。二番目のタイプが、主との回復を求める祈りです。思い煩いの中で、なんか身動きできなくなってしまったようなとき、そのようなときの祈り。あるいは、主から、イエス様から目をそらしてしまった時、そのような時の祈りです。

ピリピ人への手紙4:6-7

6 何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。 

7 そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。 

ここでは、思い煩っても全く意味がないということを、「何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願い」　これができれば、いつも主との交わりは確保されているということが言えると思います。救われた私たちも、大なり小なり、罪を犯しながら、日々生きているんだと思うんですね。救われてから一回も罪を犯したことがないというのは、あまり信用できません。救われても、なおかつ人それぞれ、それぞれにふさわしい罪を、毎日犯しながら、生き続けていかざるを得ないからです。

三つ目が、とりなしの祈り。もうこれは、まだ救われていない人の救いを求める祈り、それから既に救われている同じ兄弟姉妹たちに何か問題があった時に、兄弟姉妹たちのことを祈る祈り。とりなしの祈りと言えると思います。

そして、最後の四つ目が、先ほど礼拝の時に兄弟方が祈られた祈りと言っていいと思います。主なる神、イエス様に捧げる感謝と賛美の祈り。主を誉め讃える祈りだと思います。これが、詩篇の多くがそうした神様、主への感謝と賛美、その祈りになっています。全部読むとすごい時間がかかっちやうので、代表的な詩篇の一番短い117篇、ここを、とても短いんですけれども、神様への感謝と賛美がもうぎっしり詰まって、凝縮されて、ここに盛り込まれています。

詩篇117:1-2

1 すべての国々よ。主をほめたたえよ。すべての民よ。主をほめ歌え。 

2 その恵みは、私たちに大きく、主のまことはとこしえに至る。ハレルヤ。 
神様、本当にありがとう。いつも本当に素晴らしいイエス様、本当にありがとうございます。そのお祈りです。これは、礼拝の時の兄弟方の祈りに共通したものだと思います。ヨハネの黙示録もそうです。

ヨハネの黙示録4:11

11 「主よ。われらの神よ。あなたは、栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方です。あなたは万物を創造し、あなたのみこころゆえに、万物は存在し、また創造されたのですから。」 

そして、

ヨハネの黙示録5:12-13

12 彼らは大声で言った。「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受けるにふさわしい方です。」 

13 ･･･「御座にすわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄光と力が永遠にあるように。」 
この祈り、ヨハネの黙示録の心からの神様への感謝と賛美の祈りです。これは、礼拝の祈りの典型だと思います。親の立場に立ってみればですね、子供が、「生んでくれてありがとう、育ててくれてありがとう」と言った祈りの内容なんですね。子供からそういう言葉をかけられた親は、本当に、それ以上の喜びはないと思うんです。子供から、「ありがとうね。今まで育ててくれてありがとう。」、それが礼拝の祈りではないかと思います。

で、かく言う私は、決して、祈りが好きだったわけではなくて、救われてしばらくは、礼拝に来ても、祈ることができませんでした。礼拝で祈っている兄弟は、どっかで、何か資格を認定された第一級のクリスチャンじゃないかとかですね、プロのクリスチャンじゃないか、とそういうふうに思っていましてですね、アマチュアの僕は祈っちゃいけないんじゃないか、そういう自己規制をかけていたことがあります。ところが、そんなことは、全くありません。自分の言葉で祈ればいい。

最初に祈ろうとしたときは、なんか先輩たちのように上手に、うまい言い回しで祈らなければいけないとか、そういうことを考えてですね、がんじがらめになって、初めて立った時は、もうドキドキしちゃって、「やっと立てた。」、と思ったらもう頭の中真っ白になっちゃって、なに祈っていいかわかんなくなって、そういうことがありました。

一番最初の祈りの時は、御代田で、御代田の前の軽井沢のキャンプの時にですね、初めて人の前で、司会を仰せ付けられて、人の前で初めて、すごい人の前で司会やって、お祈りしなきゃいけない。で、「愛するイエス様」って言うのは、最初の出だしは覚えていたんでいいんですけれども、なんだかんだ祈っていて、最後、終わる時の締めくくり方がわからなくて、覚えていなかったです。

今は、なんか自動的に出てきちゃうようになって、「愛するイエス様の御名を通してお祈りします」と言うんですけども、それがわからなくて、お祈りが長くて、終わろうと思ってもなかなか終われない。壊れたレコードみたいになっちゃって、ずーっと終われないんです。最後に、もうしょうがない、もうなんとかして終わろうと思って、仕事と同じになっちゃってですね、「まぁ、そんなことで、イエス様、一つよろしくお願いします。」ってんで、終わらせたことがありました。それでも、破門にはならなかったから大丈夫です。どのように祈っていいかわからないという私たちに、御霊様が助けてくれるって聖書が約束しています。ローマ人への手紙の8章の26節。これは、本当にうまくお祈りができない時に、励みになります。

ローマ人への手紙8:26

26 御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださいます。私たちは、どのように祈ったらよいかわからないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださいます。 

あのパウロが、「どのように祈ったらよいのかわからない」って言うんですから、この私たちが、どんなに祈りがメチャメチャでも構わないんじゃないかと思うんです。聖霊が、御霊ご自身が助けてくださる。これが聖書の約束です。私たち救われた者は、例えてみれば、新しく生まれた赤ん坊のようなものです。新しいいのちをいただいて、生まれ変わって、新しくもう一度生まれた赤ん坊です。赤ん坊が生まれると親は喜ぶ。ですけれども、そのままだと喜びはそれ以上大きくならない。赤ん坊が言葉をしゃべるとですね、しゃべりだすようになると、親の喜びはもっと大きくなります。赤ん坊の最初の言葉、それが祈りだと思うんですね。親から見たら。はっきりしたことをしゃべっているわけではありません。最初の言葉は、ばーばー、とか、まま、とか、ばぶばぶとか言う、そんな感じの言葉です。それを聞いて親は、本当に心から喜びますね。最初の赤ん坊の言葉がもし、「お母様、お初にお目にかかれて嬉しい」なんて言ったら変です、これは。私たちが祈る祈りは、それは、はいはいしている赤ん坊が、なんか、ママとか、パイパイとか、そういう祈りが、本当に神様に喜ばれると思うんですね。そういうふうに思います。

最後にマタイの福音書を読んで終わりにします。

マタイの福音書18:19-20

19 まことに、あなたがたにもう一度、告げます。もし、あなたがたのうちふたりが、どんな事でも、地上で心を一つにして祈るなら、天におられるわたしの父は、それをかなえてくださいます。 

20 ふたりでも三人でも、わたしの名において集まる所には、わたしもその中にいるからです。」 

私たちへの、イエス様の祈りの勧めそのものではないかと思います。イエス様のことを大好きな、主を愛するキリスト者が、一つの集いの中に集まってですね、兄弟姉妹一緒に祈って、イエス様の御名によって祈る祈り、その祈りの一つひとつに主は答えてくださる。そして答えてくださるばかりか、イエス様は、そういう祈りの輪を作った私たちの中に、ともにいてくださる。聖書はこのように約束しています。どうか、つたない祈りを祈り続けることができれば、本当に幸いだと思います。ありがとうございました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

祈り

Ａ．礼拝の祈り（感謝の祈り）―礼拝は「主ご自身に目を向けること」
　　　　自分のすべてを何もかも主に委ね、神さまを本当に心からほめたたえる祈り

　　　　例えば、「これからの一週間、主がお守りくださいますから、感謝致します」

Ｂ．「祈り会」などの祈りー祈りは「必要とするものに目を向けること」
　　－悔い改めの祈り

　　　　　「神さま。こんな罪人の私をあわれんでください」　の祈り
　　－主との回復の祈り

　　　　　「このみじめなしもべを導いてください」

　　－とりなしの祈り

　　　　　まだ救われていない人の救いを求める祈り、兄弟姉妹たちのことを祈る祈り

　　－願いごとの祈り

　　　　　「これからの一週間お守りください」

　　－病い等の兄弟姉妹への祈り

　　　　　「○○兄の上にイエス様のみこころと栄光が与えられますように」

　　　　　「○○姉の上に主がみこころをなしてくださり、最善をなしてくださいますように」

　　　　　

